
「
父
親
は
、
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
私
は
、
５
男
６
女
の
10
番
目
の

生
ま
れ
で
、
両
親
は
、
子
沢
山
で
苦
労

し
た
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返

て
く
れ
た
川
口
さ
ん
。

昭
和
27
年
４
月
、
津
別
営
林
署
に
就

職
。
平
成
５
年
３
月
、
国
有
林
で
造
林

一
筋
に
41
年
間
勤
務
し
定
年
退
職
。

カ
ラ
オ
ケ
（
生
演
奏
で
は
な
く
、
事

前
に
録
音
さ
れ
た
伴
奏
を
再
生
し
、
歌

を
歌
う
こ
と
）
は
、
日
本
人
に
広
く
受

け
入
ら
れ
て
い
る
娯
楽
。

「
歌
は
、
昭
和
60
年
１
月
、
交
通
安
全

祈
願
で
、
津
別
町
歌
謡
連
合
会
の
第
１

回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
優
勝

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
語
る
。

昭
和
63
年
11
月
５
日
、
札
幌
市
の
北

海
道
厚
生
年
金
会
館
（
現
・
さ
っ
ぽ
ろ

芸
術
文
化
の
館
）
で
「
88
北
海
道
ニ
ュ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市

町
村
対
抗
・
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢

全
道
大
会
」
が
、
全
道
14
支
庁
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
、
市
町
村
の
代
表
が
出

場
し
開
催
。
網
走
支
庁
管
内
か
ら
は
、

津
別
町
選
手
団
19
人
が
出
場
。

「
大
会
の
舞
台
で
は
、
出
場
し
た
皆
さ

ん
の
熱
い
思
い
と
協
力
で
、
愛
林
の
ま

ち
津
別
町
の
魅
力
を
、
全
道
に
紹
介
し

『
88
北
海
道
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
賞
』
に
輝
き
、
横
路

孝
弘
知
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
表
彰
さ
れ
全

道
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
」
ま
た
「
う
た

自
慢
で
は
、
私
が
『
年
輪
』
を
歌
い
、

最
優
秀
歌
唱
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
こ
れ
と
い
っ
た
特
技
は
な
い
が
、
こ

の
と
き
最
優
秀
歌
唱
賞
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
思
い

出
で
、
私
の
大
事
な
勲
章
み
た
い
な
も

の
で
す
」
と
語
る
。

「
カ
ラ
オ
ケ
だ
け
で
は
な
い
が
、
若
い

人
の
入
会
が
少
な
く
、
高
齢
化
が
会
の

悩
み
で
沈
滞
傾
向
に
あ
る
が
、
交
流
を

大
事
に
し
て
歌
を
楽
し
み
、
カ
ラ
オ
ケ

の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。

津
別
町
歌
謡
連
合
会
会
長
、
網
走
管

内
歌
謡
音
楽
連
盟
副
会
長
（
審
査
員
）、

西
町
自
治
会
長
な
ど
の
役
職
を
務
め
、

忙
し
い
日
々
、
活
動
は
続
く
。
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歌
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町
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し
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昨
年
４
月
か
ら
津
別
中
学
校
に
赴
任
し

１
・
２
年
生
の
数
学
と
１
年
生
の
家
庭
科

を
、
担
当
し
て
い
る
岡
崎
先
生
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

津
別
の
子
供
た
ち
の
印
象
を
「
素
直
な

子
た
ち
だ
な
と
、
赴
任
当
初
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

遠
軽
町
丸
瀬
布
出
身
で
、
丸
瀬
布
中
学

校
を
卒
業
後
、
遠
軽
高
校
へ
進
学
。
大
学

は
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
数
学
教
育

を
専
攻
。「
昔
か
ら
数
学
が
好
き
で
、
学

生
時
代
に
は
友
達
に
教
え
た
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
の
思
い
出
を
語

り
ま
す
。

趣
味
は
買
い
物
め
ぐ
り
。「
色
々
な
お

店
の
服
や
雑
貨
な
ど
を
、
見
る
こ
と
が
好

き
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

最
近
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
「
初
め
て

顧
問
を
し
て
い
る
バ
レ
ー
部
が
、
美
幌
や

網
走
な
ど
近
郊
６
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
大

会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
で
す
。
生
徒
達
も

初
め
て
手
に
す
る
優
勝
カ
ッ
プ
や
盾
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
「
色
々
な
こ
と
を
考
え

た
り
経
験
を
積
ん
で
、
早
く
一
人
前
の
教

員
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
見
て
あ
げ
ら
れ
る
教
員
を
目
指
し
て

岡
崎
　
幸
花

さ
ん

おかざき ゆか さん／昭和61年５月生まれ

津別中学校に勤務／本岐

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
の
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
で
し
ょ

う
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日

現
在
で
所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
等
を
譲
ら
れ
て
所
有
者
（
使
用

者
）
が
変
わ
っ
て
手
続
を
し
て
い
な
い
方

や
も
う
使
用
し
な
い
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
今
年
も
課
税
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
名
義
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
は
、
原
動
機
付
自
転
車
・
小

型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
役

場
税
務
担
当
で
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車

協
会
（
北
見
市
）
で
、
小
型
二
輪
は
北
見

陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
担
当
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と

本
税
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か

め
の
上
、
未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま

す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放

置
せ
ず
収
納
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原
付
や
軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更
等
の
手
続
は
お
済

で
す
か

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
制
度
が
普
及
す
る
中
、
高

齢
者
に
対
す
る
身
体
的
、
心
理
的
な
ど

の
虐
待
が
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
高
齢

者
虐
待
防
止
法
が
施
行
に
な
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
に
対
す
る
家
庭
内
で
の
虐
待

は
、
介
護
者
の
病
気
や
介
護
疲
れ
、
家

庭
的
問
題
で
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る

場
合
、
虐
待
者
自
身
が
身
体
的
・
精
神

的
問
題
を
持
っ
て
い
る
場
合
な
ど
複
雑

な
要
素
が
重
な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
①
身
体

的
虐
待
（
た
た
く
、
け
る
、
つ
ね
る
な

ど
）、
②
心
理
的
虐
待
（
怒
鳴
る
、
無

視
す
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る
な
ど
）、

③
介
護
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
食
事
を

与
え
な
い
、
必
要
な
介
護
を
受
け
さ
せ

な
い
な
ど
）、
④
経
済
的
虐
待
（
年
金

を
無
断
で
使
う
、
了
解
な
し
に
財
産
を

処
分
す
る
な
ど
）、
⑤
性
的
虐
待
（
本

人
が
い
や
が
る
性
的
行
為
、
失
禁
し
た

罰
と
し
て
裸
で

放
置
す
る
な
ど
）

を
、
高
齢
者
虐

待
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や

医
療
機
関
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
高
齢
者

の
虐
待
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者

の
保
護
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め

「
津
別
町
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」
を
平
成
19
年
12
月
に
設
置

し
ま
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
虐

待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
や
、
虐
待
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
際

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
支
援
体
制

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
ま

し
ょ
う
。

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り

で
「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
隣
近
所
の
ち
ょ

っ
と
し
た
気
づ
か
い
が
、
高
齢
者
と
介

護
者
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
方
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
下
記
の

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
権
利
擁
護

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す


